
(57)【要約】

【課題】有機ＥＬ表示装置の光取り出し効率を高め且つ

製造コストを低減するのに有利な技術を提供する。

【解決手段】本発明の有機ＥＬ表示装置は、複数の凹部

又は複数の凸部を有している下地表面ＤＳと、前記下地

表面ＤＳと向き合うと共に一対の電極ＰＥ，ＣＥとそれ

らの間に介在した発光層ＥＭＬとを含んだ有機ＥＬ素子

ＯＬＥＤと、前記下地表面ＤＳと前記有機ＥＬ素子ＯＬ

ＥＤとの間に介在すると共に樹脂ＴＭと前記発光層ＥＭ

Ｌ及び前記樹脂ＴＭと比較して屈折率がより高い無機粒

子ＰＴＣとを含有した透明平坦化層ＨＬとを具備したこ

とを特徴とする。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 凹 部 又 は 複 数 の 凸 部 を 有 し て い る 下 地 表 面 と 、
　 前 記 下 地 表 面 と 向 き 合 う と 共 に 一 対 の 電 極 と そ れ ら の 間 に 介 在 し た 発 光 層 と を 含 ん だ 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 と 、
　 前 記 下 地 表 面 と 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と の 間 に 介 在 す る と 共 に 樹 脂 と 前 記 発 光 層 及 び 前 記 樹
脂 と 比 較 し て 屈 折 率 が よ り 高 い 無 機 粒 子 と を 含 有 し た 透 明 平 坦 化 層 と を 具 備 し た こ と を 特
徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 下 地 表 面 は 回 折 格 子 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表
示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス （ Ｅ Ｌ ） 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 輝 度 は 、 こ れ に 流 す 電 流 の 大 き さ に 応 じ て 増 加 す る 。 し か し な が ら 、 電
流 密 度 を 高 め る と 、 消 費 電 力 が 大 き く な る の に 加 え 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 寿 命 が 著 し く 短 く な
る 。 し た が っ て 、 高 輝 度 、 低 消 費 電 力 、 長 寿 命 を 同 時 に 実 現 す る に は 、 発 光 層 が 放 出 す る
光 を 外 部 へ と よ り 効 率 的 に 取 り 出 す こ と ， す な わ ち 光 の 取 り 出 し 効 率 を 向 上 さ せ る こ と ，
が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 問 題 に 関 し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 一 方 の 電 極 に 回 折 格 子 又 は ゾ ー ン
プ レ ー ト の 機 能 を 付 与 す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ま ず 、 ガ ラ ス 基 板 の 一 方 の 主
面 に 、 回 折 格 子 と し て 利 用 す る 溝 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 主 面 上 に 、 ス パ ッ タ リ ン グ に よ
り 酸 化 チ タ ン 層 を 形 成 す る 。 そ の 後 、 酸 化 チ タ ン 層 を 、 研 磨 に よ っ て 平 坦 化 す る 。 さ ら に
、 酸 化 チ タ ン 層 上 に 、 陽 極 と 発 光 層 を 含 ん だ 有 機 物 層 と 陰 極 と を こ の 順 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 技 術 に よ れ ば 、 光 の 取 り 出 し 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、
こ の 方 法 は 、 ス パ ッ タ リ ン グ よ る 溝 の 埋 め 込 み と 平 坦 化 の た め の 研 磨 と が 必 要 で あ る た め
、 製 造 コ ス ト の 観 点 で 不 利 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ８ ３ ７ ５ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 光 取 り 出 し 効 率 を 高 め 且 つ 製 造 コ ス ト を 低 減 す る
の に 有 利 な 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 に よ る と 、 複 数 の 凹 部 又 は 複 数 の 凸 部 を 有 し て い る 下 地 表 面 と 、 前 記 下
地 表 面 と 向 き 合 う と 共 に 一 対 の 電 極 と そ れ ら の 間 に 介 在 し た 発 光 層 と を 含 ん だ 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 と 、 前 記 下 地 表 面 と 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と の 間 に 介 在 す る と 共 に 樹 脂 と 前 記 発 光 層 及 び 前
記 樹 脂 と 比 較 し て 屈 折 率 が よ り 高 い 無 機 粒 子 と を 含 有 し た 透 明 平 坦 化 層 と を 具 備 し た こ と
を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 光 取 り 出 し 効 率 を 高 め 且 つ 製 造 コ ス ト を 低 減 す る
の に 有 利 な 技 術 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 態 様 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 各 図 に お い
て 、 同 様 又 は 類 似 し た 機 能 を 発 揮 す る 構 成 要 素 に は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明
は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ２ は
、 図 １ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 表 示 パ ネ ル を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２
に 示 す 構 造 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ の 表 示 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 方 式 を 採 用 し た 上 面 発 光 型 有 機 Ｅ Ｌ 表 示
装 置 で あ る 。 こ の 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル Ｄ Ｐ と 映 像 信 号 線 ド ラ イ バ Ｘ Ｄ Ｒ と 走 査 信 号 線
ド ラ イ バ Ｙ Ｄ Ｒ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 表 示 パ ネ ル Ｄ Ｐ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｓ と 封 止 基 板 Ｃ Ｓ と を 含
ん で い る 。 ア レ イ 基 板 Ａ Ｓ と 封 止 基 板 Ｃ Ｓ と は 、 向 き 合 っ て お り 、 中 空 体 を 形 成 し て い る
。 具 体 的 に は 、 封 止 基 板 Ｃ Ｓ の 中 央 部 は 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｓ か ら 離 間 し て い る 。 封 止 基 板 Ｃ
Ｓ の 周 縁 部 は 、 図 ２ に 示 す 枠 形 の シ ー ル 層 Ｓ Ｓ を 介 し て 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｓ の 一 方 の 主 面 に
貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ア レ イ 基 板 Ａ Ｓ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ を 含 ん で い る 。 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ
は 、 例 え ば ガ ラ ス 基 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ 上 に は 、 図 ２ に 示 す ア ン ダ ー コ ー ト 層 Ｕ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 ア ン ダ ー コ ー
ト 層 Ｕ Ｃ は 、 例 え ば 、 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ 上 に 、 シ リ コ ン 窒 化 物 層 と シ リ コ ン 酸 化 物 層 と を こ の 順
に 積 層 し て な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア ン ダ ー コ ー ト 層 Ｕ Ｃ 上 に は 、 例 え ば 不 純 物 を 含 有 し た ポ リ シ リ コ ン か ら な る 半 導 体 パ
タ ー ン が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 半 導 体 パ タ ー ン の 一 部 は 、 半 導 体 層 Ｓ Ｃ と し て 利 用 し て い
る 。 半 導 体 層 Ｓ Ｃ に は 、 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン と し て 利 用 す る 不 純 物 拡 散 領 域 が 形 成 さ れ て
い る 。 ま た 、 こ の 半 導 体 パ タ ー ン の 他 の 一 部 は 、 後 述 す る キ ャ パ シ タ Ｃ の 下 部 電 極 と し て
利 用 し て い る 。 下 部 電 極 は 、 後 述 す る 画 素 Ｐ Ｘ に 対 応 し て 配 列 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 半 導 体 パ タ ー ン は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ で 被 覆 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ は 、 例 え ば
Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ （ tetraethyl orthosilicate） を 用 い て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ 上 に は 、 図 １ に 示 す 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ 及 び Ｓ Ｌ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ 及 び Ｓ Ｌ ２ は 、 画 素 Ｐ Ｘ の 行 に 沿 っ た Ｘ 方 向 に 延 び て お り 、 画 素 Ｐ Ｘ の
列 に 沿 っ た Ｙ 方 向 に 交 互 に 配 列 し て い る 。 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ 及 び Ｓ Ｌ ２ は 、 例 え ば Ｍ ｏ Ｗ
か ら な る 。 な お 、 Ｚ 方 向 は 、 Ｘ 方 向 と Ｙ 方 向 と に 垂 直 な 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ 上 に は 、 キ ャ パ シ タ Ｃ の 上 部 電 極 が さ ら に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 上 部
電 極 は 、 画 素 Ｐ Ｘ に 対 応 し て 配 列 し て お り 、 キ ャ パ シ タ Ｃ の 下 部 電 極 と 向 き 合 っ て い る 。
上 部 電 極 は 、 例 え ば Ｍ ｏ Ｗ か ら な り 、 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ 及 び Ｓ Ｌ ２ と 同 一 の 工 程 で 形 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ 及 び Ｓ Ｌ ２ は 、 半 導 体 層 Ｓ Ｃ と 交 差 し て い る 。 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ と 半
導 体 層 Ｓ Ｃ と の 交 差 部 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ を 構 成 し
て い る 。 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ ２ と 半 導 体 層 Ｓ Ｃ と の 交 差 部 は 、 図 １ に 示 す ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン
ジ ス タ Ｓ Ｗ ｂ 及 び Ｓ Ｗ ｃ を 構 成 し て い る 。 ま た 、 先 に 説 明 し た 下 部 電 極 と 上 部 電 極 と そ れ
ら の 間 に 介 在 し た 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ と は 、 図 １ に 示 す キ ャ パ シ タ Ｃ を 構 成 し て い る 。 上 部 電 極 は
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、 キ ャ パ シ タ Ｃ か ら Ｚ 方 向 に 垂 直 な 方 向 に 突 き 出 た 突 出 部 を 含 ん で お り 、 こ の 突 出 部 と 半
導 体 層 Ｓ Ｃ と は 交 差 し て い る 。 こ の 交 差 部 は 、 図 １ に 示 す 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ を 構 成 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 こ の 例 で は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ 及 び ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ 乃 至 Ｓ
Ｗ ｃ は 、 ト ッ プ ゲ ー ト 型 の ｐ チ ャ ネ ル 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。 ま た 、 図 ２ に 参 照 符 号 Ｇ
で 示 す 部 分 は 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ の ゲ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 Ｇ Ｉ 、 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ 及 び Ｓ Ｌ ２ 、 並 び に 上 部 電 極 は 、 層 間 絶 縁 膜 Ｉ Ｉ
で 被 覆 さ れ て い る 。 層 間 絶 縁 膜 Ｉ Ｉ は 、 例 え ば プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 堆 積 さ せ た シ リ コ
ン 酸 化 物 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 層 間 絶 縁 膜 Ｉ Ｉ 上 に は 、 図 １ に 示 す 映 像 信 号 線 Ｄ Ｌ と 電 源 線 Ｐ Ｓ Ｌ と が 形 成 さ れ て い る
。 映 像 信 号 線 Ｄ Ｌ は 、 Ｙ 方 向 に 延 び て お り 、 Ｘ 方 向 に 配 列 し て い る 。 電 源 線 Ｐ Ｓ Ｌ は 、 例
え ば 、 Ｙ 方 向 に 延 び て お り 、 Ｘ 方 向 に 配 列 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 層 間 絶 縁 膜 Ｉ Ｉ 上 に は 、 図 ２ に 示 す ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｅ 及 び ド レ イ ン 電 極 Ｄ Ｅ が さ ら に 形 成
さ れ て い る 。 ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｅ 及 び ド レ イ ン 電 極 Ｄ Ｅ は 、 画 素 Ｐ Ｘ の 各 々 に お い て 素 子 同 士
を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 映 像 信 号 線 Ｄ Ｌ と 電 源 線 Ｐ Ｓ Ｌ と ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｅ と ド レ イ ン 電 極 Ｄ Ｅ と は 、 例 え ば 、 Ｍ
ｏ ／ Ａ ｌ ／ Ｍ ｏ の 三 層 構 造 を 有 し て い る 。 こ れ ら は 、 同 一 工 程 で 形 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 映 像 信 号 線 Ｄ Ｌ と 電 源 線 Ｐ Ｓ Ｌ と ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｅ と ド レ イ ン 電 極 Ｄ Ｅ と は 、 パ ッ シ ベ ー
シ ョ ン 膜 Ｐ Ｓ で 被 覆 さ れ て い る 。 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 Ｐ Ｓ に は 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス
タ Ｓ Ｗ ａ の ド レ イ ン に 接 続 さ れ た ド レ イ ン 電 極 Ｄ Ｅ に 対 応 し た 位 置 に 貫 通 孔 が 形 成 さ れ て
い る 。 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 Ｐ Ｓ は 、 例 え ば シ リ コ ン 窒 化 物 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 Ｐ Ｓ 上 で は 、 反 射 層 Ｒ Ｅ Ｆ が 配 列 し て い る 。 反 射 層 Ｒ Ｅ Ｆ の 材 料 と
し て は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 又 は 合 金 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 反 射 層 Ｒ Ｅ Ｆ は 、 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ で 被 覆 さ れ て い る 。 波 長 ５ ３ ０ ｎ ｍ に お け る 低 屈 折 率
層 Ｌ Ｌ の 屈 折 率 は 、 例 え ば １ ． ３ ８ 乃 至 １ ． ６ ５ の 範 囲 内 に あ り 、 典 型 的 に は 約 １ ． ５ で
あ る 。 な お 、 「 屈 折 率 」 は 、 波 長 ５ ３ ０ ｎ ｍ に お け る 屈 折 率 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ は 、 例 え ば 、 シ リ コ ン 酸 化 物 な ど の 透 明 無 機 材 料 、 又 は 、 ア ク リ ル 樹 脂
、 ノ ボ ラ ッ ク 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 な ど 透 明 樹 脂 か ら な る 。 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ に は 、 パ ッ シ
ベ ー シ ョ ン 膜 Ｐ Ｓ の 貫 通 孔 に 対 応 し て 貫 通 孔 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ の 上 面 は 、 例 え ば 回 折 格 子 又 は ゾ ー ン プ レ ー ト と し て 機 能 す る 回 折 面 Ｄ
Ｓ を 構 成 し て い る 。 具 体 的 に は 、 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ の 上 面 に は 、 複 数 の 凹 部 又 は 複 数 の 凸 部
が 設 け ら れ て い る 。 凹 部 又 は 凸 部 の ピ ッ チ Ｐ は 、 典 型 的 に は 、 １ ５ ０ ） ｎ ｍ 乃 至 ８ ０ ０ ｎ
ｍ の 範 囲 内 と す る 。 凹 部 の 深 さ 又 は 凸 部 の 高 さ Ｈ は 、 例 え ば 、 ２ ０ ｎ ｍ 乃 至 ３ ０ ０ ｎ ｍ の
範 囲 内 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 構 造 の 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ は 、 例 え ば 、 反 射 層 Ｒ Ｅ Ｆ 上 に 均 一 な 厚 さ の 透 明 材 料
層 を 連 続 膜 と し て 形 成 し 、 次 い で 、 こ の 透 明 材 料 層 を パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り 得 ら れ
る 。 こ の パ タ ー ニ ン グ は 、 例 え ば 、 連 続 膜 と し て の 透 明 材 料 層 上 に マ ス ク パ タ ー ン を 形 成
し 、 こ の マ ス ク パ タ ー ン を エ ッ チ ン グ マ ス ク と し て 利 用 し て 透 明 材 料 層 を エ ッ チ ン グ す る
こ と に よ り 行 う 。 マ ス ク パ タ ー ン は 、 例 え ば 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 又 は ナ ノ イ ン プ リ ン ト
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を 利 用 し て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ は 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ で 被 覆 さ れ て い る 。 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ は 、 低 屈 折 率 層
Ｌ Ｌ と 比 較 し て 屈 折 率 が よ り 大 き い 。 典 型 的 に は 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ の 屈 折 率 は 、 後 述 す る
発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ の 屈 折 率 と 等 し い か 又 は そ れ よ り も 大 き い 。 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ の 屈 折 率 は 、 例
え ば 約 １ ． ７ 以 上 で あ り 、 典 型 的 に は １ ． ９ 乃 至 ２ ． ０ の 範 囲 内 に あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ は 、 透 明 平 坦 化 層 で あ っ て 、 後 述 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 平 坦 な 下
地 を 提 供 し て い る 。 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ に は 、 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 Ｐ Ｓ 及 び 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ の
貫 通 孔 に 対 応 し て 貫 通 孔 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 「 透 明 」 は 、 澄 ん で い る こ と を 意 味 す る 。 す な わ ち 、 「 透 明 」 は 、 光 吸 収 性 で
も 光 反 射 性 で も 光 散 乱 性 で も な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ は 、 図 ３ に 示 す 樹 脂 Ｔ Ｍ 及 び 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ を 含 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 樹 脂 Ｔ Ｍ は 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ に 平 坦 化 層 と し て の 機 能 を 与 え る と 共 に 、 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ
を 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ 上 に 固 定 す る 役 割 を 果 た す 。 ま た 、 樹 脂 Ｔ Ｍ の 材 料 と し て 感 光 性 材 料 を
使 用 す れ ば 、 エ ッ チ ン グ マ ス ク を 形 成 す る こ と な く 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ に 先 の 貫 通 孔 を 形 成
す る こ と が で き る 。 樹 脂 Ｔ Ｍ と し て は 、 例 え ば 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ノ ボ ラ ッ ク 樹 脂 、 ポ リ イ
ミ ド 樹 脂 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ は 、 樹 脂 Ｔ Ｍ 及 び 後 述 す る 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ と 比 較 し て 屈 折 率 が よ り 大 き い
。 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ は 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ の 屈 折 率 を 樹 脂 Ｔ Ｍ の 屈 折 率 と 比 較 し て よ り 大 き く
す る 役 割 を 果 た す 。 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ の 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 ジ ル コ ニ
ウ ム 、 窒 化 珪 素 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ indium tin oxide） 、 Ｉ Ｚ Ｏ （ indium zinc oxide） を 使 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ と し て は 、 例 え ば 、 平 均 粒 径 が 約 １ ０ ｎ ｍ 乃 至 約 ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 に あ
る も の を 使 用 す る 。 こ こ で 、 「 平 均 粒 径 」 は 、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 （ Ｓ Ｅ Ｍ ） 又 は 透 過 型 電
子 顕 微 鏡 （ Ｔ Ｅ Ｍ ） に よ っ て 測 定 し た 平 均 粒 径 を 意 味 す る 。 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ の 寸 法 が 大 き
い と 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ の 平 坦 化 層 と し て の 機 能 が 不 十 分 と な る 可 能 性 が あ る の に 加 え 、 光
散 乱 が 大 き く な る 。 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ の 寸 法 が 小 さ い と 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ 中 に 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ
Ｃ を 均 一 に 分 布 さ せ る こ と が 難 し く な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ に 占 め る 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ の 体 積 比 は 、 例 え ば 、 １ ０ ％ 乃 至 ５ ０ ％ の 範 囲
内 と す る 。 こ の 体 積 比 が 小 さ い と 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ の 屈 折 率 を 十 分 に 高 め る こ と が で き な
い 。 こ の 体 積 比 が 大 き い と 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ の 平 坦 化 層 と し て の 機 能 が 不 十 分 と な る 可 能
性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ の 厚 さ Ｔ は 、 例 え ば 、 ５ ０ ｎ ｍ 乃 至 １ ０ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 と す る 。 厚 さ
Ｔ が 小 さ い と 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ の 平 坦 化 層 と し て の 機 能 が 不 十 分 と な る 可 能 性 が あ る 。 厚
さ Ｔ が 大 き い と 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ の 光 吸 収 が 大 き く な る の に 加 え 、 そ の 成 膜 が 難 し く な る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ は 、 例 え ば 、 以 下 の 方 法 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 　
　 ま ず 、 樹 脂 Ｔ Ｍ の 材 料 と 無 機 粒 子 Ｐ Ｔ Ｃ と 有 機 溶 剤 と を 含 有 し た コ ー テ ィ ン グ 液 を 準 備
す る 。 こ こ で は 、 一 例 と し て 、 樹 脂 Ｔ Ｍ の 材 料 と し て 感 光 性 樹 脂 を 使 用 す る こ と と す る 。
な お 、 コ ー テ ィ ン グ 液 に は 、 分 散 剤 な ど の 添 加 物 を さ ら に 含 有 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 次 に 、 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ 上 に 、 先 の コ ー テ ィ ン グ 液 を 塗 布 す る 。 コ ー テ ィ ン グ 液 の 塗 布 に
は 、 例 え ば ス ピ ン コ ー ト を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ の 後 、 塗 膜 を 、 プ リ ベ ー ク 、 パ タ ー ン 露 光 、 現 像 、 ポ ス ト ベ ー ク に 供 す る 。 こ れ に よ
り 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ を 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ 上 で は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 画 素 電 極 Ｐ Ｅ が 、 画 素 Ｐ Ｘ に 対 応 し て 配 列
し て い る 。 こ れ ら 画 素 電 極 Ｐ Ｅ は 、 光 透 過 性 の 背 面 電 極 で あ る 。 本 態 様 で は 、 画 素 電 極 Ｐ
Ｅ は 陽 極 で あ る 。 各 画 素 電 極 Ｐ Ｅ は 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ と 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ と パ ッ シ ベ ー シ ョ
ン 膜 Ｐ Ｓ と に 設 け た 貫 通 孔 を 介 し て ド レ イ ン 電 極 Ｄ Ｅ に 接 続 さ れ て お り 、 こ の ド レ イ ン 電
極 は ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ の ド レ イ ン に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ 上 に は 、 さ ら に 、 図 ２ に 示 す 隔 壁 絶 縁 層 Ｐ Ｉ が 形 成 さ れ て い る 。 隔 壁 絶
縁 層 Ｐ Ｉ に は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ に 対 応 し た 位 置 に 貫 通 孔 が 設 け ら れ て い る か 、 或 い は 、 画 素
電 極 Ｐ Ｅ が 形 成 す る 列 に 対 応 し た 位 置 に ス リ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で は 、 一 例 と し
て 、 隔 壁 絶 縁 層 Ｐ Ｉ に は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ に 対 応 し た 位 置 に 貫 通 孔 が 設 け ら れ て い る こ と と
す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 隔 壁 絶 縁 層 Ｐ Ｉ は 、 例 え ば 、 有 機 絶 縁 層 で あ る 。 隔 壁 絶 縁 層 Ｐ Ｉ は 、 例 え ば 、 フ ォ ト リ
ソ グ ラ フ ィ 技 術 を 用 い て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 各 画 素 電 極 Ｐ Ｅ 上 に は 、 有 機 物 層 Ｏ Ｒ Ｇ が 形 成 さ れ て い る 。 有 機 物 層 Ｏ Ｒ Ｇ が 含 ん で い
る 各 層 は 、 画 素 Ｐ Ｘ に 対 応 し て パ タ ー ニ ン グ さ れ て い て も よ い 。 或 い は 、 有 機 物 層 Ｏ Ｒ Ｇ
が 含 ん で い る 各 層 は 、 画 素 Ｐ Ｘ 間 で 繋 が っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 有 機 物 層 Ｏ Ｒ Ｇ は 、 図 ３ に 示 す 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ を 含 ん で い る 。 本 態 様 で は 、 有 機 物 層 Ｏ Ｒ
Ｇ は 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ に 加 え 、 正 孔 輸 送 層 Ｈ Ｔ Ｌ と 電 子 輸 送 層 Ｅ Ｔ Ｌ と を さ ら に 含 ん で い る
。 正 孔 輸 送 層 Ｈ Ｔ Ｌ 及 び 電 子 輸 送 層 Ｅ Ｔ Ｌ は 、 省 略 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 隔 壁 絶 縁 層 Ｐ Ｉ 及 び 有 機 物 層 Ｏ Ｒ Ｇ は 、 対 向 電 極 Ｃ Ｅ で 被 覆 さ れ て い る 。 対 向 電 極 Ｃ Ｅ
は 、 画 素 Ｐ Ｘ 間 で 共 用 し て い る 共 通 電 極 で あ り 、 且 つ 、 可 視 光 透 過 性 の 前 面 電 極 で あ る 。
ま た 、 本 態 様 で は 、 対 向 電 極 Ｃ Ｅ は 陰 極 で あ る 。 対 向 電 極 Ｃ Ｅ は 、 例 え ば 、 隔 壁 絶 縁 層 Ｐ
Ｉ と 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ と 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ と パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 Ｐ Ｓ と に 設 け ら れ た コ ン タ ク
ト ホ ー ル を 介 し て 、 映 像 信 号 線 Ｄ Ｌ と 同 一 の 層 上 に 形 成 さ れ た 電 極 配 線 （ 図 示 せ ず ） に 電
気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 各 々 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と 、 有 機 物 層 Ｏ Ｒ Ｇ と 、 対 向 電 極 Ｃ Ｅ と
を 含 ん で い る 。 な お 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ と 正 孔 輸 送 層 Ｈ Ｔ Ｌ と の 間 に は 、 電 子 ブ ロ ッ キ ン グ 層
を 挿 入 し て も よ い 。 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ と 電 子 輸 送 層 Ｅ Ｔ Ｌ と の 間 に は 、 正 孔 ブ ロ ッ キ ン グ 層 を
挿 入 し て も よ い 。 ま た 、 正 孔 輸 送 層 Ｈ Ｔ Ｌ と 陽 極 で あ る 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と の 間 に は 、 正 孔 注
入 層 と し て 、 例 え ば 銅 フ タ ロ シ ア ニ ン （ Ｃ ｕ Ｐ ｃ ） 層 又 は ア モ ル フ ァ ス カ ー ボ ン （ α － Ｃ
） 層 を 挿 入 し て も よ い 。 電 子 輸 送 層 Ｅ Ｔ Ｌ と 陰 極 で あ る 対 向 電 極 Ｃ Ｅ と の 間 に は 、 電 子 注
入 層 と し て 、 例 え ば 弗 化 リ チ ウ ム （ Ｌ ｉ Ｆ ） 層 又 は 弗 化 セ シ ウ ム （ Ｃ ｓ Ｆ ） 層 と 弗 化 リ チ
ウ ム 層 と の 積 層 体 を 挿 入 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 画 素 Ｐ Ｘ の 各 々 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ と 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン
ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ 乃 至 Ｓ Ｗ ｃ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ と 、 キ ャ パ シ タ Ｃ と を 含 ん で い る 。 上
記 の 通 り 、 こ の 例 で は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ 及 び ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ 乃 至
Ｓ Ｗ ｃ は ｐ チ ャ ネ ル 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ と ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ と は
、 第 １ 電 源 端 子 Ｎ Ｄ １ と 第 ２ 電 源 端 子 Ｎ Ｄ ２ と の 間 で 、 こ の 順 に 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。
こ の 例 で は 、 電 源 端 子 Ｎ Ｄ １ は 高 電 位 電 源 端 子 で あ り 、 電 源 端 子 Ｎ Ｄ ２ は 低 電 位 電 源 端 子
で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ の ゲ ー ト は 、 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ に 接 続 さ れ て い る 。 ス
イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ｂ は 、 映 像 信 号 線 Ｄ Ｌ と 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ の ド レ イ ン と
の 間 に 接 続 さ れ て お り 、 そ の ゲ ー ト は 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ン グ
ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ｃ は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ の ド レ イ ン と ゲ ー ト と の 間 に 接 続 さ れ て お
り 、 そ の ゲ ー ト は 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 キ ャ パ シ タ Ｃ は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ の ゲ ー ト と 定 電 位 端 子 Ｎ Ｄ １ ’ と の 間 に 接 続 さ
れ て い る 。 こ の 例 で は 、 定 電 位 端 子 Ｎ Ｄ １ ’ は 、 電 源 端 子 Ｎ Ｄ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 封 止 基 板 Ｃ Ｓ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 間 に 挟 ん で 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ と
向 き 合 っ て い る 。 封 止 基 板 Ｃ Ｓ は 、 例 え ば ガ ラ ス 基 板 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 シ ー ル 層 Ｓ Ｓ は 、 上 記 の 通 り 、 枠 形 状 を 有 し て お り 、 ア レ イ 基 板 Ａ Ｓ と 封 止 基 板 Ｃ Ｓ の
周 縁 部 と の 間 に 介 在 し て い る 。 シ ー ル 層 Ｓ Ｓ は 、 全 画 素 Ｐ Ｘ に よ っ て 構 成 さ れ た 画 素 群 を
取 り 囲 ん で い る 。 シ ー ル 層 Ｓ Ｓ の 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 フ リ ッ ト ガ ラ ス 及 び 接 着 剤 を 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 映 像 信 号 線 ド ラ イ バ Ｘ Ｄ Ｒ 及 び 走 査 信 号 線 ド ラ イ バ Ｙ Ｄ Ｒ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ア レ
イ 基 板 Ａ Ｓ に 搭 載 さ れ て い る 。 映 像 信 号 線 ド ラ イ バ Ｘ Ｄ Ｒ に は 、 映 像 信 号 線 Ｄ Ｌ が 接 続 さ
れ て い る 。 こ の 例 で は 、 映 像 信 号 線 ド ラ イ バ Ｘ Ｄ Ｒ に は 、 電 源 線 Ｐ Ｓ Ｌ が さ ら に 接 続 さ れ
て い る 。 映 像 信 号 線 ド ラ イ バ Ｘ Ｄ Ｒ は 、 映 像 信 号 線 Ｄ Ｌ に 映 像 信 号 を 電 流 信 号 と し て 出 力
す る と 共 に 、 電 源 線 Ｐ Ｓ Ｌ に 電 源 電 圧 を 供 給 す る 。 走 査 信 号 線 ド ラ イ バ Ｙ Ｄ Ｒ に は 、 走 査
信 号 線 Ｓ Ｌ １ 及 び Ｓ Ｌ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 走 査 信 号 線 ド ラ イ バ Ｙ Ｄ Ｒ は 、 走 査 信 号 線 Ｓ
Ｌ １ 及 び Ｓ Ｌ ２ に そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ 走 査 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で 画 像 を 表 示 す る 場 合 、 例 え ば 、 画 素 Ｐ Ｘ を 行 毎 に 順 次 選 択 す る
。 或 る 画 素 Ｐ Ｘ を 選 択 し て い る 選 択 期 間 で は 、 そ の 画 素 Ｐ Ｘ に 対 し て 書 込 動 作 を 行 う 。 或
る 画 素 Ｐ Ｘ を 選 択 し て い な い 非 選 択 期 間 で は 、 そ の 非 選 択 中 の 画 素 Ｐ Ｘ で 表 示 動 作 を 行 う
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 或 る 行 の 画 素 Ｐ Ｘ を 選 択 す る 選 択 期 間 で は 、 ま ず 、 走 査 信 号 線 ド ラ イ バ Ｙ
Ｄ Ｒ か ら 、 先 の 画 素 Ｐ Ｘ が 接 続 さ れ た 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ に 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ
Ｗ ａ を 開 く （ 非 導 通 状 態 と す る ） 走 査 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 出 力 す る 。 続 い て 、 走 査 信 号
線 ド ラ イ バ Ｙ Ｄ Ｒ か ら 、 先 の 画 素 Ｐ Ｘ が 接 続 さ れ た 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ ２ に 、 ス イ ッ チ ン グ ト
ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ｂ 及 び Ｓ Ｗ ｃ を 閉 じ る （ 導 通 状 態 と す る ） 走 査 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 出 力
す る 。 こ の 状 態 で 、 映 像 信 号 線 ド ラ イ バ Ｙ Ｄ Ｒ か ら 、 映 像 信 号 線 Ｄ Ｌ に 、 映 像 信 号 を 電 流
信 号 （ 書 込 電 流 ） Ｉ s i g と し て 出 力 し 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 電 圧 Ｖ g

s を 、 先 の 映 像 信 号 Ｉ s i g に 対 応 し た 大 き さ に 設 定 す る 。 そ の 後 、 走 査 信 号 線 ド ラ イ バ Ｙ Ｄ
Ｒ か ら 、 先 の 画 素 Ｐ Ｘ が 接 続 さ れ た 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ ２ に 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ
ｂ 及 び Ｓ Ｗ ｃ を 開 く 走 査 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 出 力 す る 。 続 い て 、 走 査 信 号 線 ド ラ イ バ Ｙ
Ｄ Ｒ か ら 、 先 の 画 素 Ｐ Ｘ が 接 続 さ れ た 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ に 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ
Ｗ ａ を 閉 じ る 走 査 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 出 力 す る 。 こ れ に よ り 、 選 択 期 間 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 選 択 期 間 に 続 く 非 選 択 期 間 で は 、 走 査 信 号 線 ド ラ イ バ Ｙ Ｄ Ｒ か ら 、 先 の 画 素 Ｐ Ｘ が 接 続
さ れ た 走 査 信 号 線 Ｓ Ｌ １ に 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ を 閉 じ る 走 査 信 号 を 電 圧 信
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号 と し て 出 力 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ａ は 閉 じ た ま ま と し 、 ス イ ッ チ ン グ ト
ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ ｂ 及 び Ｓ Ｗ ｃ は 開 い た ま ま と す る 。 非 選 択 期 間 で は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ に は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ Ｒ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 電 圧 Ｖ g s に 対 応 し た 大 き さ の 駆 動 電 流
Ｉ d r v が 流 れ る 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 駆 動 電 流 Ｉ d r v の 大 き さ に 対 応 し た 輝 度 で 発 光
す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 通 常 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ の 屈 折 率 は 、 有 機 物 層 Ｏ Ｒ Ｇ が 含 む 他
の 層 の 屈 折 率 と ほ ぼ 等 し い 。 ま た 、 通 常 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ の 屈 折 率 は 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ の 屈 折
率 と 比 較 し て よ り 大 き い 。 し た が っ て 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｔ が 回 折 面 Ｄ Ｓ に 向 け て 放 出 す る 光 が
、 有 機 物 層 Ｏ Ｒ Ｇ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と の 界 面 で 全 反 射 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と 低 屈 折 率 層 Ｌ Ｌ と の 間 に 高 屈 折 率 層
Ｈ Ｌ が 介 在 し て い る 。 こ の 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ は 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ の 屈 折 率 と 等 し い か 又 は そ れ
よ り も 大 き く 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と 接 触 し て い る 。 そ れ ゆ え 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｔ か ら 回 折 面 Ｄ Ｓ へ
向 け て 進 行 す る 光 が 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ と の 界 面 で 全 反 射 さ れ る こ と は な い
。 そ れ ゆ え 、 こ の 構 造 に よ る と 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｔ が 回 折 面 Ｄ Ｓ へ 向 け て 放 出 す る 光 を 高 い 効
率 で 回 折 面 Ｄ Ｓ に 入 射 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 回 折 面 Ｄ Ｓ は 入 射 光 を 回 折 さ せ る の で 、 回 折 面 Ｄ Ｓ を 適 宜 設 計 す れ ば 、 反 射 層 Ｒ Ｅ Ｆ か
ら 対 向 電 極 Ｃ Ｅ へ 向 け て 進 行 す る 光 の 指 向 性 を 高 め る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 例 え ば
、 封 止 基 板 Ｃ Ｓ の 外 面 で の 全 反 射 を 生 じ 難 く す る こ と が で き 、 そ れ ゆ え 、 高 い 光 取 り 出 し
効 率 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ は 、 樹 脂 Ｔ Ｍ を 含 有 し て い る 。 樹 脂 Ｔ Ｍ は 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ に 平
坦 化 層 と し て の 機 能 を 与 え る と 共 に 、 エ ッ チ ン グ マ ス ク を 形 成 す る こ と な し に 高 屈 折 率 層
Ｈ Ｌ に 貫 通 孔 等 を 形 成 す る こ と を 可 能 と す る 。 し た が っ て 、 こ の 構 造 は 、 製 造 コ ス ト の 低
減 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と の 間 に は 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ の 屈 折 率 と 等 し い か 又 は そ れ
よ り も 大 き な 屈 折 率 を 有 す る 層 を 介 在 さ せ て も よ い 。 例 え ば 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ と 画 素 電 極
Ｐ Ｅ と の 間 に 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム 、 窒 化 珪 素 な ど の 透 明 な 無 機 誘 電 体 か ら な
る 層 を 介 在 さ せ て も よ い 。 こ の 場 合 も 、 上 述 し た の と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 或 い は 、 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ と 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と の 間 に 、 薄 く 且 つ 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ よ り も 屈 折 率
が 小 さ な 層 （ 以 下 、 低 屈 折 率 薄 膜 と い う ） を 介 在 さ せ て も よ い 。 こ の 場 合 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ
が 放 出 す る 光 の う ち 、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と 低 屈 折 率 薄 膜 と の 界 面 に 臨 界 角 よ り も 大 き な 入 射 角
で 光 が 入 射 す る と 、 低 屈 折 率 薄 膜 中 に 近 接 場 光 で あ る エ バ ネ ッ セ ン ト 波 が 生 じ る 。 低 屈 折
率 薄 膜 が エ バ ネ ッ セ ン ト 波 の し み 出 し 深 さ の 最 大 値 よ り も 厚 け れ ば 、 先 の エ バ ネ ッ セ ン ト
波 は 、 上 記 の 界 面 で 伝 搬 光 へ と 変 換 さ れ る 。 す な わ ち 、 伝 搬 光 か ら エ バ ネ ッ セ ン ト 波 へ の
変 換 と そ の 逆 変 換 と が 同 一 界 面 で 生 じ る 。 換 言 す れ ば 、 発 光 層 Ｅ Ｍ Ｌ が 放 出 す る 光 の う ち
、 画 素 電 極 Ｐ Ｅ と 低 屈 折 率 薄 膜 と の 界 面 に 臨 界 角 よ り も 大 き な 入 射 角 で 入 射 し た 光 は 、 先
の 界 面 で 全 反 射 さ れ る 。 そ の た め 、 こ の 光 は 、 表 示 に 利 用 す る こ と が で き な い 可 能 性 が あ
る 。 な お 、 「 エ バ ネ ッ セ ン ト 波 の し み 出 し 深 さ 」 は 、 上 記 界 面 に お け る エ バ ネ ッ セ ン ト 波
の エ ネ ル ギ ー を １ と し た と き に 、 エ バ ネ ッ セ ン ト 波 の エ ネ ル ギ ー が １ ／ ｅ に ま で 減 少 す る
深 さ を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 低 屈 折 率 薄 膜 が 先 の エ バ ネ ッ セ ン ト 波 の し み 出 し 深 さ の 最 大 値 よ り も 薄 け れ ば 、 先 の エ
バ ネ ッ セ ン ト 波 は 、 低 屈 折 率 薄 膜 と 高 屈 折 率 層 Ｈ Ｌ と の 界 面 で 伝 搬 光 へ と 変 換 さ れ る 。 す
な わ ち 、 光 が 低 屈 折 率 薄 膜 を ト ン ネ ル す る 「 フ ォ ト ン ト ン ネ リ ン グ 」 を 生 じ さ せ る こ と が
で き る 。 そ れ ゆ え 、 低 屈 折 率 薄 膜 が 十 分 に 薄 け れ ば 、 上 述 し た の と ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 得 る
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こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 態 様 で は 、 上 面 発 光 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に つ い て 説 明 し た が 、 上 述 し た 技 術 は 下 面
発 光 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に も 適 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 態 様 で は 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に
映 像 信 号 と し て 電 流 信 号 を 書 き 込 む 構 成 を 採 用 し た が 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 映 像 信 号 と し
て 電 圧 信 号 を 書 き 込 む 構 成 を 採 用 し て も よ い 。 さ ら に 、 本 態 様 で は 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に
ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 方 式 を 採 用 し た が 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 方 式 や セ グ メ ン ト
駆 動 方 式 な ど の 他 の 駆 動 方 式 を 採 用 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 表 示 パ ネ ル を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 構 造 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 Ａ Ｓ … ア レ イ 基 板 、 Ｃ … キ ャ パ シ タ 、 Ｃ Ｅ … 対 向 電 極 、 Ｃ Ｓ … 封 止 基 板 、 Ｄ Ｅ … ド レ イ
ン 電 極 、 Ｄ Ｌ … 映 像 信 号 線 、 Ｄ Ｐ … 表 示 パ ネ ル 、 Ｄ Ｒ … 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｄ Ｓ … 回 折 面
、 Ｅ Ｍ Ｌ … 発 光 層 、 Ｅ Ｔ Ｌ … 電 子 輸 送 層 、 Ｇ … ゲ ー ト 、 Ｇ Ｉ … ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 Ｈ Ｌ … 高 屈
折 率 層 、 Ｈ Ｔ Ｌ … 正 孔 輸 送 層 、 Ｉ Ｉ … 層 間 絶 縁 膜 、 Ｌ Ｌ … 低 屈 折 率 層 、 Ｎ Ｄ １ … 電 源 端 子
、 Ｎ Ｄ １ ’ … 定 電 位 端 子 、 Ｎ Ｄ ２ … 電 源 端 子 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ … 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 、 Ｏ Ｒ Ｇ … 有 機 物
層 、 Ｐ Ｅ … 画 素 電 極 、 Ｐ Ｉ … 隔 壁 絶 縁 層 、 Ｐ Ｓ … パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 、 Ｐ Ｓ Ｌ … 電 源 線 、
Ｐ Ｔ Ｃ … 無 機 粒 子 、 Ｐ Ｘ … 画 素 、 Ｒ Ｅ Ｆ … 反 射 層 、 Ｓ Ｃ … 半 導 体 層 、 Ｓ Ｅ … ソ ー ス 電 極 、
Ｓ Ｌ １ … 走 査 信 号 線 、 Ｓ Ｌ ２ … 走 査 信 号 線 、 Ｓ Ｓ … シ ー ル 層 、 Ｓ Ｕ Ｂ … 絶 縁 基 板 、 Ｓ Ｗ ａ
… ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｓ Ｗ ｂ … ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｓ Ｗ ｃ … ス イ ッ チ ン
グ ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｔ Ｍ … 樹 脂 、 Ｕ Ｃ … ア ン ダ ー コ ー ト 層 、 Ｘ Ｄ Ｒ … 映 像 信 号 線 ド ラ イ バ 、
Ｙ Ｄ Ｒ … 走 査 信 号 線 ド ラ イ バ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(10) JP 2007-335253 A 2007.12.27



フロントページの続き

(74)代理人  100109830
            弁理士　福原　淑弘
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  竹原　俊文
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  奥谷　聡
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  春原　一之
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
(72)発明者  佐野　浩
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
Ｆターム(参考) 3K107 AA01  BB01  CC05  CC45  DD02  DD18  EE03  EE31 

(11) JP 2007-335253 A 2007.12.27



专利名称(译) 有机EL表示装置

公开(公告)号 JP2007335253A 公开(公告)日 2007-12-27

申请号 JP2006166265 申请日 2006-06-15

[标]申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术股份有限公司

申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术有限公司

[标]发明人 竹原俊文
奥谷聡
春原一之
佐野浩

发明人 竹原 俊文
奥谷 聡
春原 一之
佐野 浩

IPC分类号 H05B33/02 H01L51/50

FI分类号 H05B33/02 H05B33/14.A

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC05 3K107/CC45 3K107/DD02 3K107/DD18 3K107/EE03 3K107
/EE31

代理人(译) 河野 哲
中村诚

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种有利于提高有机EL显示装置的光提取效率并降低
制造成本的技术。 根据本发明的有机EL显示装置包括具有多个凹部或多
个凸部的底面DS，其面对底面DS并且在它们之间插入一对电极PE和
CE。 包括如上所述形成的发光层EML的有机EL元件OLED插入在基面
DS和有机EL元件OLED之间，并且具有比树脂TM和发光层EML和树脂
TM更高的折射率。 提供了包含高无机颗粒PTC的透明平坦层HL。 [选择
图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/4945c8dd-e84a-4038-ac40-c5c5108b38c4
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038934515/publication/JP2007335253A?q=JP2007335253A

